
 

 

 

 

 

 

ＮＰＯ法人 

            脇本海岸ウミガメ・シロチドリ会 

      第 9 号（期間：2024 年 1～3 月） 

（２月）S53 三笠中卒の同窓生による還暦松植樹 （白砂青松の会） 

同窓生が三笠海岸の碑近くの堤防沿いに３０本の松を植樹しました。コロナ禍のためＳ４９卒で

止まっていた還暦記念の松植樹が再開し、今回で通算１６回目の植樹となりました。これにより

累計約１０００本の還暦植樹の松が愛宕川から海岸中央まで繋がりました。今後も新たな植樹地

を確保し、松苗の準備と育成をＮＰＯで支援していきます。今回の松苗は下村集落のご好意によ

り入手できたもので紙面を借りて御礼を申し上げます。（S53代表；早水政紀、事務局；大江隆久） 

 
（左）植樹と MBC テレビに

よる取材の様子 

 

 

 

 

（右）今回の松は根がしっ

かりとした改良抵抗性

黒松 

 

（２月）脇本海岸が「第３回あなたが選ぶかごしま景観大賞」を受賞 

令和５年度は県内１２の景観地が候補として上がり、その中から脇本海岸の「景観を守る活動」

が高く評価され大賞を受賞しました。皆さんからの多大なる応援ありがとうございました。最近

では受賞を知って海岸を訪れる人が増えています。多くの人たちが関心を持ち来海することは歓

迎ですが、同時に景観と自然を守る活動の輪も広げたいと考えています。以前の号に書いたよう

に脇本海岸は地球規模の環境変化は受けるにしても、環境調和をうまく進められない事業者や、

マナーの悪い来海者により簡単に壊されつつあります。砂浜を大切にしながら防風林の松並木や

遊歩道に咲く草花を育成する活動などを通じて、「自然の景観を守ることが、人間にとって重要

なことはもちろん、ウミガメやシロチドリなどの絶滅危惧種や珍しいスナガニなどが生息できる

自然環境を守ることにつながる」と確信して今後も活動していきますのでご支援を御願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
塩田県知事と授賞式後記念撮影（２月１５日） 

   中央は大賞受賞の大川内理事長 両脇は優秀賞 

 
脇本海岸 

渚だより 

雪化粧の脇本海岸  

令和５年１月 

FB ページには他の記事もあります 
https://www.facebook.com/kamechidori 
 

厳しい環境で育つ弘法麦  

令和６年３月 

テレビ取材後 MBC 放送のスタッフと（２月２９日） 
右端より宮内、石澤、大川内、左端本脇   



 

 

 

 

 

（２月）阿久根市景観計画（ＮＰＯ案）を景観研修会にて配布 

令和５年度の第３回目となる景観アドバイザー

研修会を西目地区構造改善センターにて開催し

ました。西目地区には景観が素晴らしい大川島

海水浴場に加えて、近くには頼山陽公園や時佛

（ときぼとけ）神社、稲牟礼神社など史跡もあ

り、景観計画で保護すべき地域です。研修会で

は「阿久根市の景観計画」をどのように作って

いくのかを具体的に学びました。残念ながら阿

久根市が「景観計画」を策定する見込みが今の

ところ無いため、当ＮＰＯがたたき台としての

案を作り出席者に配布しました。民間ベースで

景観計画を作る機運を高めることにしています。 

（３月）ハマグリ調査 報告会 

令和 5 年の 2 月から 10 月まで 8 月を除き

毎月ハマグリの個体数を鹿児島大学とＮ

ＰＯで調査した結果の報告会が市庁舎で

開催されました。４年生の窄（さこ）さん

が卒業論文としてまとめた資料を、わかり

やすいスライドにして、年間を通じた個体

数の変化やどこで生まれてどこで育つの

かの生活史などを発表しました。脇本海岸

のハマグリの生態が初めて明らかになっ

たので、これらの貴重なデータをもとに今

後も追加調査を行い、観光資源としての  

ハマグリを絶滅させない施策の立案や、自

然環境の保護に役立てたいと考えます。 

（３月）防風林の清掃イベント開催 

脇本海岸防風林内のゴミを本格的に取り出す清掃活動は、おそらく初めての取組です。 

約 20 名の参加があり、阿久根三笠支所裏から三笠海岸の碑まで約４００メートルの範

囲の全てのゴミと鳥飼碑から岩船までの大型ごみを集めました。木のとげやツルが巻

き付いた雑木の中での作業は想像以上に困難を伴いました。驚くことに、ボランティ

ア袋に１００袋以上、タイヤ２５本、ブイ２０個、プロパンガスボンベ３本、２メー

トル以上あるプラ波板数枚、その他様々なゴミが大量にありました。今回は海岸の 1/5

くらいしか清掃できなかったので、毎年継続することにしています。風雨で押し寄せ

たゴミに加えて、明らかに意図的に捨てられたゴミも多く、モラルの向上も必要です。 

 

 
 

大川島海水浴場の全景 

発表スライドの最終ページより 
写真中央が窄さん、その右が山本教授 

（報告書を見たい方は NPO まで連絡お願いします） 

集めたゴミ（３か所のうちの１か所） 集めたゴミの搬出をする馬見塚商店と市職員 


